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　羽山の森美術館では、川俣町内の風景・お気
に入りの場所・イベントなどの写真によるフォ
トコンテストを実施します。応募をお待ちして
おります。

どなたでも応募可能

① 4 つワイド、4 つ切、Ａ 4 のいずれ
かのサイズで、カラー・モノクロどち
らでも可
② 1 人 5 点まで
③画像の合成及び変形など、事実を改
変した作品の応募は不可。

羽山の森美術館 ( ℡ 566-3367)

88 月月1 日㈫ ～ 9 月1 日㈮

応募期間

応募資格

作品サイズ

問合せ先

フォトコンテストフォトコンテスト

作品
募集

かわまたの四季かわまたの四季 暮らしの手帳

令和 5 年 6 月 1 日現在（前月比）
人口  １１，２５８ （ー２１）

男　  ５,5 ７４ （ー１０）
女　  ５，６８４ （ー１１）

世帯  　４，７０２     （ー 1）

今月の休日当番医 -doctor-

※あんざい整形外科クリニックには、2 名（整形外科、　
内科含む）の医師が在所しています（在宅当番医時のみ）。

人の動き -population-

2 日 済生会川俣病院 ℡ 566-2323
9 日 十二社内科外科 ℡ 597-8907

16 日 むとうこどもクリニック ℡ 565-2435
17 日 村上医院 ℡ 565-3637
23 日 鈴木内科医院 ℡ 565-2688
30 日 済生会川俣病院 ℡ 566-2323

今月の納税 -tax payment-
固定資産税 2 期
国民健康保険税 1 期
介護保険料（普通徴収）1 期
納期限は 7 月 31 日㈪です。

　おじまふるさと交流館で
かわまた認定こども園のお
泊り保育が行われました。
朝、まだ眠そうにしながら
顔を洗いに来たきりん組の
佐藤華

はな

ちゃん（鶴沢）。朝、
顔を洗うとスッキリします
よね。皆さんの朝の習慣は
何かありますか？

今月の表紙
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　阪神・淡路大震災や東日本大震災、熊本地震など、過去

の大きな災害では、生き埋めや建物などに閉じ込められた

人の大半が家族や近所の人たちにより助けられました。災

害の被害を最小限にするためには日頃からのご近所つきあ

いが大規模災害時の救援や避難に大きな力を発揮します。

参照：㈳日本火災学会・兵庫県南部地震における火災に関する調査報告書
※阪神・淡路大震災で人命救助された人の内訳

自力で自力で
34.9％34.9％

通行人に 2.6％通行人に 2.6％
救助隊に 1.7％救助隊に 1.7％

その他に 0.9％その他に 0.9％

家族に家族に
31.9％31.9％

友友人人・・隣人隣人にに
28.1％28.1％

地域の助け合いが

被害を最小限にするため のカギカギになる

わたわたししのの
避難計画避難計画
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